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輝く未来へ、新成人の出発

平成19年伊賀市成人式
　

１
月
８
日
、
成
人
の
日
に
伊
賀

市
文
化
会
館
で
平
成
19
年
伊
賀
市

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
成
人
を
迎
え
た
の
は
昭
和

61
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人
で
、
市
内
で

は
男
性
５
９
７
人
、
女
性
５
６
０

人
の
計
１
１
５
７
人
。
式
典
に
は

８
７
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
新
成
人
の
中
学

時
代
の
恩
師
か
ら
送
ら
れ
た
お
祝

い
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上
映

さ
れ
ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら
の
人
生
、

恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
」「
中
学
時
代
の
思
い

出
が
皆
さ
ん
の
今
後
の
糧
に
な
る

こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
」
な
ど
、

先
生
た
ち
は
成
長
し
た
教
え
子
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

今
岡
市
長
は
「
若
い
皆
さ
ん
は

自
分
だ
け
で
判
断
す
る
の
が
難
し

い
と
き
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
自

分
の
置
か
れ
た
立
場
で
最
善
を
尽

く
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

安
本
議
長
は
「
大
人
に
な
れ
ば

好
き
な
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
や

ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
責
任
の
あ
る
行
動

が
で
き
る
大
人
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

★新成人にインタビュー★
「20 歳の節目を迎え、気持ち新た
に一歩踏み出したい」
「仕事をしているので、今まで通
りがんばりたい」
「20 歳になったのでお酒を飲んで
みたい」
「これからは就職が控えているの
で、就職活動にはげみたい」
「子どものような純粋な心を忘れ
ずに、大人として責任ある行動を
心がけたい」
「市内での就職を考えているので、
伊賀市が魅力あるまちになってほ
しい」
「建築関係の職業について、お年
寄りの住みやすい家をつくりた
い」
「式典のとき、何人か騒いでいた
けど、成人として自覚を持ってほ
しい」

　

第
２
部
に
は
今
年
初
の
試
み
と
し

て
、
新
成
人
以
外
の
市
民
も
参
加
で
き

る
「
市
民
大
学
講
座
・
成
人
式
記
念
講

演
会
」
が
行
わ
れ
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
柔
道
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
古
賀

稔
彦
さ
ん
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

試
合
に
負
け
て
ふ
さ
ぎ
込
ん
で
い
た

古
賀
さ
ん
は
、
そ
の
試
合
を
テ
レ
ビ
で

見
た
と
き
に
客
席
に
頭
を
下
げ
て
謝
る

両
親
を
見
て「
自
分
は
一
人
じ
ゃ
な
い
、

応
援
し
て
く
れ
る
人
た
ち
を
喜
ば
せ
た

い
」
と
強
く
思
い
、
再
び
立
ち
上
が
っ

て
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
で
き
た
い
う
当
時

の
思
い
出
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。

　

古
賀
さ
ん
は
「
あ
き
ら
め
か
ら
は
何

も
生
ま
れ
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
新
成

人
に
贈
り
ま
し
た
。

「
あ
き
ら
め
か
ら
は

何
も
生
ま
れ
な
い
」
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　１月１日、伊賀の国大山田温泉さるびのをスタートする
「おおやまだ元日マラソン」が行われました。
　３．５キロと５キロのマラソンコースと２キロのウォー
キングコースがあり、およそ４００人の参加者は、新年早々
さわやかな汗を流しました。
　ゴールの後は、洋蘭やじね
んじょなどが当たる抽選会
が行われるなど楽しいひと
ときもありました。

　霊山の山頂で初日の出を見ようと１月１日、霊山初詣登山大会が行われま
した。
　参加者は霊山寺に集合し、山頂を目指して登り始めました。寒さと年末に
降った雪が残る中、初日の出を目に焼きつけようと足早に登る人や出会った
人に新年のあいさつをしながら登る人、およそ４０分の登山道を思い思いに
楽しみながら登りました。
　山頂に着くとたくさんの人たちが、落ち着かない様子で赤く染まり始めた

空を見つめながら、「今年は初日の出が見えるね」「はやく見
たいなぁ」と午前７時頃の日の出を待ち望んでいました。
　山頂から太陽が顔をのぞかせると、参加者は「最近では、
めずらしくはっきり見える」「登ってきて良かった」と喜
んでいました。

　 この日、味わった感動と歩き終えた達成感を胸に新年を
　 　 スタートさせました。

霊山初詣登山大会

　関西圏の活性化を目的に設立された関西ネットワークシステム（ＫＮ
Ｓ）と連携し、今後の地域づくりのあり方を考える研究交流会が１月
１３日、市内ホテルで行われ、およそ１５０人が参加しました。
　フォーラムでは、塩ビ工業・環境協会専務理事の西出徹雄さんと地方
独立行政法人岩手県工業技術センター副理事長の小山康文さんの基調講
演があり、西出さんは小学生の起業家体験などの取り組みについて「地
域で新しいことに挑戦するということが大事である」と語り、小山さん
は「産学官連携には人的ネットワークや公設試験研究機関の果たす役割
が重要である」と語りました。
　講演の後は、産業クラスター・まちづくり・循環型社会の３つの研究
会に分かれて報告がありました。産業クラスター研究会では伊賀市産業
振興部長が中心市街地の活性化など、市の取り組みを発表しました。
　翌日１４日は、伊賀上野町家みらいセンターの会長の和田さんと事務
局長の滝井さんの案内で市街地のまちあるきが行われました。
　およそ５０人の参加者は、上野公園をスタートし、伊賀上野町家みら
いセンターや栄楽館、入交家住宅などを散策しました。
　市外の参加者から「城下町のまちなみがよく残っている。市と地域が
一帯となって保存に取り組んでいる」などの意見がありました。

            地域を語り、地域を遺す  KNS collaboration  伊賀 2007

▼まちあるきの様子

▲分科会の様子

おおやまだ元日マラソン


